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３ 協議事項 

（１）年末年始の対応について 

   ・検査体制 

   ・医療提供体制 

・その他の取組 

 

 

（２）その他 

 

 

 

４ 本部長発言・指示 

 

 

 

５ 閉会 
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２ 報告事項

（１）国・県の動向について

■ 国の対応状況
1月28日 新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令公布（2月1日施行）
1月30日 対策本部設置
1月30日 第１回対策本部会議（～12/14　第49回）
2月13日 緊急対応策取りまとめ
2月16日 第１回専門家会議（～6/19　第17回）※7/3廃止（第40回対策本部会議決定）
2月25日 「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」決定
2月26日 全国的なイベント等の中止等の対応要請（3月10日　継続要請）
2月27日 小中学校・高等学校等の一斉臨時休業要請
3月10日 緊急対応策（第２弾）取りまとめ
3月14日 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律施行（特措法の

規定を新型コロナウイルス感染症に適用）
3月18日 「生活不安に対応するための緊急措置」決定
3月19日 専門家会議による「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」

（計7回提言…3/19，4/1，4/22，5/1，5/4，5/14，5/29）
3月26日 特措法に基づく政府対策本部の設置
3月28日 「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」決定

（4/7改定，4/11変更，4/16変更，5/4変更，5/14変更，5/21変更，5/25変更）
4月 7日 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」閣議決定
4月 7日 「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」発出
4月30日 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策関係補正予算成立
5月25日 「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」解除
5月29日 退院基準及び濃厚接触者に対する検査等の見直し
6月4日 緊急事態宣言の実施状況に関する報告
7月3日 新型インフルエンザ等対策有識者会議に新型コロナウイルス感染症対策分科会を設置
7月6日 第１回新型コロナウイルス感染症対策分科会（～12/23　第19回）
8月28日 「新型コロナウイルス感染症に関する今後の取組」本部決定
9月11日 イベント開催制限緩和についての分科会から政府への提言
10月23日 年末年始に関する分科会から政府への提言
11月1日 国際的な人の往来の再開
11月9日 分科会緊急提言「最近の感染状況を踏まえた、より一層の対策強化について」
11月10日 分科会緊急提言に対する政府の具体的なアクション本部決定
12月8日 ｢国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策｣閣議決定
12月14日 「Ｇｏ Ｔｏ トラベル」事業全国一斉停止を決定（停止期間：12月28日から1月11日まで）

■ 県の対応状況
1月29日 特別警戒本部設置
1月29日 第１回特別警戒本部員会議（～12/25　第27回）
1月29日 県民向け相談窓口設置
1月30日 特別警戒本部を「非常体制」に移行
2月26日 県主催イベント等の取扱いを決定
2月28日 県立小中学校・高等学校等の一斉臨時休業を決定
3月 4日 広島県新型コロナウイルス感染症対策行動計画（骨子案）を作成
3月 6日 県内（広島市）で１例目の感染を確認（12月24日現在　計2,676例の感染を確認）
3月16日   広島県新型コロナウイルス感染症対策実施要領策定（4月9日　第二版作成）
3月26日 特措法に基づく県対策本部の設置
4月10日 県内保健所設置市との新型コロナウイルス感染症対策に関する会議（ＷＥＢ会議）
4月13日 広島県感染拡大警戒宣言
4月14日 県立学校の臨時休業を決定（期間：4月16日から5月6日まで）
4月18日 広島県における緊急事態措置等制定（措置等期間：5月6日まで）
4月27日 県立学校の臨時休業延長を決定（延長期間：5月31日まで）
5月 5日 広島県における緊急事態措置等の変更（措置等期間：5月31日まで）
5月11日 広島県における緊急事態措置等の変更（一部施設の使用制限の協力要請解除）
5月15日 広島県の対処方針制定（最終改正：9月15日）
11月13日 「早期の医療受診」の勧奨，「積極ガードダイヤル」の周知・啓発メッセージ発信
12月11日 「新型コロナ感染拡大防止集中対策」を決定（実施期間：12月12日から1月3日まで）

12月25日 「新型コロナ感染拡大防止集中対策」期間の延長等を決定（集中対策期間：1月17日まで）



 

新型コロナウイルス感染症対策分科会（第１９回） 

 

 

 

 

議 事 次 第 

 

１．議 事 

（１）最近の感染状況等について 

（２）ワクチン接種について 

（３）新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正について 

（４）その他 

 

（配布資料） 

資料１   直近の感染状況の評価等           （構成員提出資料） 

資料２－１ 都道府県別エピカーブ             （構成員提出資料） 

資料２－２ 現在直面する３つの課題           （構成員提出資料） 

資料３   水際対策強化に係る新たな措置           (内閣官房) 

資料４－１ 新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種について（案） 

          （内閣官房・厚生労働省） 

 資料４－２ ワクチン接種に係るとりまとめに向けた検討について（案） 

（内閣官房・厚生労働省） 

 資料５   新型コロナウイルス感染症の特措法上の位置づけ    （内閣官房） 

資料６   新型インフルエンザ等対策特別措置法の主な指摘事項 （内閣官房） 

 資料７   ステージⅢ相当の対策が必要とされている地域におけるイベント 

開催制限について                  （内閣官房） 

資料８   AI等シミュレーション開発事業進捗報告サマリー  （内閣官房） 

資料９－１ 第２回新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動

の変化に関する調査                 （内閣府） 

資料９－２ Webによるアンケート               （内閣官房） 

資料10   接触確認アプリの改善状況と更なる利用促進の方向性  

 （内閣官房・厚生労働省） 

資料11－１ 新型コロナウイルスの感染拡大を受けた緊急提言 

（構成員提出資料） 

資料11－２ 「ご自身」と「大切な人」と「ふるさと」を守るために～年末年始

の過ごし方～                           （構成員提出資料） 

 

参考資料１ 直近の感染状況等 

参考資料２ 都道府県の医療提供体制等の状況 

参考資料３ 新型コロナウイルス感染症対策における今後の検討の方向性について  

（案）                     （厚生労働省） 

日時：令和２年１２月２３日（水） 

１５時００分～１７時３０分 

場所：合同庁舎８号館１階 講堂 

（１）国・県の動向について（国） 新型コロナウイルス感染症対策分科会（第１９回）資料より抜粋



＜感染状況について＞
• 全国の新規感染者数は、増加が続き、過去最多の水準。首都圏では東京を中心に増加が続いており、関西圏、中部圏で

は、明らかな減少は見られない。また、大都市圏の感染拡大が波及することにより、新たな地域での感染拡大の動きも続
き、全国的に感染が拡大している。

実効再生産数：全国的には１を上回る水準となっている (12月6日時点)。東京等首都圏、愛知、京都、大阪、兵庫などで１週間平均で１を
超える水準となっている（12月6日時点）。

• １１月以降の対策にもかかわらず、関東圏、中部圏、関西圏では新規感染者数の明らかな減少が見られていない。これに
伴い、入院者数、重症者数、死亡者数の増加が続いている。対応を続けている保健所や医療機関の職員はすでに相当に
疲弊している。予定された手術や救急の受入等の制限や、病床を確保するための転院、認知症や透析の必要がある方な
ど入院調整に困難をきたす事例など通常医療への影響も見られており、医療提供体制等が相対的に弱まる年末年始が迫
る中、各地で迅速な発生時対応や新型コロナの診療と通常の医療との両立が困難な状況が懸念される。

• 英国で、最近の流行の主な系統となった変異株については、ECDC等からは、重症化を示唆するデータは認めない一方、
感染性が高いとの指摘がなされており、医療への負荷が危惧される。この変異株については、これまでのところ国内では
確認されていないが、輸入リスクについて留意が必要である。

【感染拡大地域の動向】

①北海道 新規感染者数は減少傾向が見られる。新規感染の多くは病院・施設内の感染。旭川市の医療機関および福祉施設内の
感染状況は引き続き注意が必要。

②首都圏 東京都で新規感染者数の増加が継続し、直近の一週間では１０万人あたり３０人を超えている。医療提供体制も非常に厳
しい状況が継続。重症者の受入が困難になりつつある。また、病床確保のため、通常の医療を行う病床を転用する必要性が生
じてきている。感染者の抑制のための実効的な取組が求められる状況にあり、感染経路は不明者が多いが飲食を介した感染
の拡大が推定される。首都圏全体でも、埼玉、神奈川、千葉でも新規感染者が増加しており、医療提供体制が厳しい状況。

③関西圏 大阪では新規感染者数に減少の動きが見られるが、依然高い水準。重症者数の増加も継続し、医療提供体制の厳しさが
増大。院内感染と市中での感染が継続。感染経路不明割合は約６割。兵庫でも感染が継続。医療提供体制が厳しい状況。京都
では新規感染者数の増加が継続。奈良でも感染が継続。

④中部圏 名古屋市とその周辺で感染が継続。名古屋市では新規感染者数が高止まりし、減少傾向が見られない。医療の提供体
制が厳しい状況が継続。岐阜県でも感染が継続。

※沖縄は、新規感染者数は減少傾向であるが、感染が継続。その他、宮城、群馬、岡山、広島、高知、福岡、熊本などこれまで大き
な感染が見られなかった地域でも、新たな感染拡大や再拡大の動きが見られる。特に、広島では、広島市を中心に新規感染者数
が大幅に増加し、医療提供体制が急速に厳しくなっている。

直近の感染状況の評価等
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資料１
令和２年12月22日新型コロナウイルス
感染症対策アドバイザリーボード資料



直近の感染状況の評価等
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＜感染状況の分析＞
• 主に北海道、首都圏、愛知、大阪における１１月からの対策による感染状況へのインパクトについて分析した。

• 北海道では、飲食店の時短要請が早かった札幌では１１月中旬から人流の減少がみられ、実効再生産数が１以下を継続してい
る。北海道全体でも新規感染者数の減少が続いている。しかし、直近では実効再生産数が１に近づきつつあり、注意が必要。

• 東京都では１１月下旬に一時、実効再生産数が１以下となったが、その後１以上が継続している。時短要請が行われているもの
の、人流の低下は見られていない。東京の感染が継続することで周辺自治体にも拡大し、埼玉、千葉、神奈川とともに首都圏で
新規感染者の増加が継続している。

• 大阪府では、大阪市の１１月下旬以降営業時短地域における人流の減少が見られ、実効再生産数が１近辺となった。大阪府で
も１２月中旬から新規感染者がやや減少傾向となった。しかし、関西圏で、京都は増加が継続、兵庫は高止まりの状況。

• 愛知県では人流の減少は小さく、実効再生産数も１近辺が続いている。新規感染者数は高止まりの状況。
• 人流の増減と実効再生産数の上下には一定の関係が見られる。

• 以上のように、北海道以外は新規感染者数の明らかな減少が見られていない。関東圏では増加が継続しているが、特に
東京における感染の継続が周辺自治体の感染拡大にも影響している。大都市圏の感染拡大は、最近の地方における感染
の発生にも影響していると考えられ、大都市における感染を抑制しなければ、地方での感染を抑えることも困難になる。

• 飲食などの社会活動が活発な20−50才台の世代の感染が多く、大都市圏も含め直近の感染拡大では、飲食をする場面が
主な感染拡大の要因と考えられる。

＜必要な対策＞
• 感染が拡大・継続している地域、特に、ステージⅢ相当の対策が必要で、分科会の提言にあるシナリオ３および２相当と考

えられる地域においては、取組の強化が必要である。特に東京をはじめとする首都圏では、新規感染者数の増加が続いて
いるため早急に対策の強化が求められる。

• これまで大きな感染が見られなかった地域でも感染の発生が見られており、医療機関、福祉施設における感染も頻発して
いる。特に急速な感染拡大により、医療提供体制の急速な悪化が起こりうるため、年末に向けて、宿泊療養施設を含め医
療提供体制の準備・確保等を直ちに進めることが必要である。感染拡大が見られる場合には、飲食店の時短要請等の対
策も検討する必要がある。

• 感染拡大の抑制には、市民の皆様の協力が不可欠である。忘年会や新年会を避けるとともに、年末年始の買い物も混雑
を避けるなど静かな年末年始を過ごしていただくよう、適切かつ強力なメッセージを発信していくことが求められる。

• 12月14日の政府対策本部で年明けまでを見据えた対策の強化策が示されたが、こうした取組の効果を注視し、感染状況
の分析・評価を進めて行く必要がある。その上で、効果が不十分であれば必要な対応を検討することが求められる。

• さらに、国内の厳しい感染状況の中で、英国等で見られる変異株の流入による感染拡大を防ぐことが必要である。このた
め、関係国との往来の在り方や検査・モニタリングの在り方について、適切な対応を速やかに行うべきである。 2



直近の感染状況等
〇新規感染者数の動向

3※ 「入院患者数の動向」は、厚生労働省「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査」による。この調査では、記載日の０時時点で調査・公表している。
重症者数については、8月14日公表分以前とは対象者の基準が異なる。↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

〇入院患者数の動向

〇検査体制の動向

11/23～11/29 11/30～12/6 12/7～12/13

225,194件↓ 6.4%↑ 265,568件↑ 5.8%↓ 268,288件↑ 6.6%↑

49,873件↓ 5.9%↑ 56,447件↑ 5.4%↓ 56,033件↓ 6.3%↑

24,204件↑ 4.7%↓ 22,753件↓ 5.1%↑ 23,999件↑ 5.9%↑

11,500件↓ 10.3%↑ 13,543件↑ 9.8%↓ 13,950件↑ 9.9%↑

23,115件↓ 10.2%↑ 26,714件↑ 9.3%↓ 24,168件↓ 10.0%↑

7,691件↓ 20.2%↑ 15,079件↑ 8.8%↓ 16,522件↑ 7.8%↓

8,901件↑ 2.9%↑ 10,914件↑ 2.4%↓ 11,292件↑ 5.0%↑

3,477件↓ 8.5%↑ 5,132件↑ 5.5%↓ 3,398件↓ 6.9%↑

12/2 12/9 12/16

全国 8,488人（31.1%） ↑ 9,222人（33.7%） ↑ 10,047人（36.9%） ↑

東京 1,698人（42.5%） ↑ 1,851人（46.3%） ↑ 1,987人（49.7%） ↑

神奈川 452人（23.3%） ↑ 436人（22.5%） ↓ 453人（23.4%） ↑

愛知 382人（42.6%） ↑ 423人（45.3%） ↑ 513人（54.9%） ↑

大阪 799人（55.8%） ↑ 796人（55.6%） ↓ 975人（65.3%） ↑

北海道 935人（51.6%） ↑ 998人（55.1%） ↑ 992人（54.8%） ↓

福岡 124人（22.5%） ↑ 138人（25.0%） ↑ 216人（39.2%） ↑

沖縄 212人（47.4%） ↑ 209人（46.8%） ↓ 191人（41.9%） ↓

〇重症者数の動向

• 新規感染者数は、過去最多の水準が続いており、引き続き最大限の
警戒が必要な状況。

（対人口10万人（人）） （検査数、陽性者割合）

• 直近の検査件数に対する陽性者の割合は6.6%であり、前週と比べ
上昇している。

※ 過去最高は緊急事態宣言時（4/6～4/12）の8.8%。
7,8月の感染者増加時では、7/27～8/2に6.7%であった。

（入院者数（対受入確保病床数））

12/2 12/9 12/16

785人（22.0%） ↑ 842人（23.6%） ↑ 950人（26.6%） ↑

246人（49.2%） ↓ 275人（55.0%） ↑ 332人（66.4%） ↑

60人（30.0%） ↑ 65人（32.5%） ↑ 56人（28.0%） ↓

30人（42.9%） ↑ 28人（40.0%） ↓ 35人（50.0%） ↑

209人（57.1%） ↑ 212人（57.9%） ↑ 219人（55.3%） ↑

28人（15.4%） ↑ 26人（14.3%） ↓ 34人（18.7%） ↑

6人（6.7%） ↑ 9人（10.0%） ↑ 12人（11.5%） ↑

26人（49.1%） ↑ 21人（39.6%） ↓ 19人（35.8%） ↓

（入院者数（対受入確保病床数））

• 入院患者数は増加が続いている。受入確保病床に対する割合も上昇し
ており、各地で高水準となっている。

• 入院患者数同様、増加が続いている。受入確保病床に対する割合も
上昇が続き、各地高水準となっている。

12/1～12/7 12/8～12/14 12/15～12/21

全国 12.18人（15,373人）↑ 14.11人（17,796人）↑ 14.79人（18,656人）↑

東京 22.01人（3,064人） ↑ 25.34人（3,527人） ↑ 30.95人（4,308人） ↑

神奈川 12.48人（1,148人） ↓ 15.99人（1,471人） ↑ 20.32人（1,869人） ↑

愛知 17.56人（1,326人） ↑ 18.31人（1,383人） ↑ 18.58人（1,403人） ↑

大阪 27.95人（2,462人） ↑ 27.01人（2,379人） ↓ 23.87人（2,103人） ↓

北海道 24.65人（1,294人） ↓ 24.70人（1,297人） ↑ 16.13人 （847人） ↓

福岡 5.86人 （299人） ↑ 10.87人 （555人） ↑ 15.32人 （782人） ↑

沖縄 17.96人 （261人） ↓ 17.69人 （257人） ↓ 10.39人 （151人） ↓



 

（１）国・県の動向について（県）  新型コロナウイルス感染症に係る広島県対策本部第２７回本部員会議資料より抜粋 



 

 

令和２年 12 月 11 日 

令和２年 12 月 25 日追記    

新型コロナウイルス感染症広島県対策本部決定 

 

「新型コロナ感染拡大防止集中対策」の期間延長等について 

 

１ 趣旨 

 令和２年 11 月下旬以降，広島市内を中心に新型コロナ感染者数は急増し，感染状況は

県内全域にわたって拡大基調となっている。こうした中，本県の現状はステージ２である

が，広島市の感染者の新規報告数(直近１週間の 10 万人当たり)は既にステージ４を超え

る状態にある。 

また，発生事例の分析から，日常生活と密接な広島市近隣の地域にも感染が拡大してい

る状況が推察され，専門家からは，感染者数の高止まりや医療施設や介護施設におけるク

ラスターへの懸念とともに，広島市近隣の地域をステージ３相当として対策エリア拡大と

対策期間を延長すべきであるとの意見がなされている。 

このままでは県全体に感染が拡大し県全体で同様の事態に陥り，県民・市民の命，健康，

生活に大きな影響が及ぼされ，影響が長期化するリスクがある。 

このため，この切迫した危機の抑え込みに向けて，広島県，広島市及び近隣市町（廿日

市市，府中町，海田町，坂町）が連携して，集中的な感染拡大防止対策に取り組む。 

 

２ 集中対策期間 

  令和２年 12 月 12 日(土)～令和３年１月 17 日(日) 

ただし，日々の感染状況を勘案した更なる対策強化と期間の見直しも念頭において取り

組んでいく。 

 

３ 対策 

（１）基本的な考え方 

  これまで広島市内において発生した感染状況を見ると，飲食店や会食，あるいは職場

内での感染が全体の半数以上となっており，マスクを外し，飛沫の届く範囲で会話等を

するといった態様を取った時に感染が発生し，そこで感染した者が更に同様の態様を繰

り返すことで，感染拡大が起こっていることが推察される。 

  また，職場や会食時等の感染と家庭内における更なる感染も推察される。 

このことから， 

■ マスクを外す機会を出来るだけ少なくすること 

■ やむを得ずマスクを外す態様を取る場合でも，他者との接触や会話等を可能な限り

低減すること 

■ 家庭内における感染防止対策を強化すること 

■ 広島市及び感染の拡大が顕著な近隣の市町も対象とすること 

を取組の基本的な方針として，以下のとおり対策を進める。 

 



 

 

 

（２）広島市及び近隣市町の住民への要請 

 ア これまでに引き続いて，３密の徹底的な回避やマスク着用，手洗い・咳エチケット

など，「新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島県の対処方針（新型コロナウ

イルス感染症広島県対策本部 令和２年 11 月 30 日一部改正）」（以下，「対処方針」

という。）の「３ 県民に対する要請」に掲げる内容に取り組むこと。 

 

イ 接触機会の低減 

    集中対策期間においては，人と人との接触機会を低減するため，できる限り，外出

機会を削減するよう要請する。ただし，年末年始の買い物や日常生活上必要な外出を

制限するものではない。また，必要があって外出する場合においても，必ずマスクを

着用したうえで，可能な限り人と人との接触を避けることを心がけること。 

   

ウ 会食や飲酒，飲食店の利用 

    同居する家族以外での会食等は控えること。 

なお，会食の場や飲食店を利用するときに，（３）イに掲げるような飛沫防止の為の

物理的な対策等をとっている場合には，その限りとしない。ただし，マスク会食をす

る場合には必ずマスクを着用し，マスクを外した状態での会話は控えること。 

    同居する家族またはそれ以外の者との会食等を行う場合には，上記のような物理的

対策が導入されている「広島積極ガード店」「新型コロナウイルス感染症対策取組宣

言店」を利用すること。また，「ひろしまお知らせＱＲ」の導入店舗を利用し，入店

時に利用者登録を行うほか，会食の場や飲食店が行う感染予防対策に協力すること。 

 

（３）広島市及び近隣市町の事業者等への要請 

広島市及び近隣市町内にある店舗等の施設で事業活動を行っている事業者及び広島

市及び近隣市町内にある事務所等の施設運営者は，以下の感染防止対策を講じること 

 

ア 基本的な感染防止対策 

３密の回避，発熱者等の事業所等への入場防止や飛沫感染・接触感染防止等，人と

の距離の確保など，対処方針の「４ 事業者に対する要請」に掲げる感染防止対策に

取り組むこと。 

また，施設等の従業員等のマスク着用を徹底するとともに，来店者・来訪者にもマ

スク着用を依頼すること。施設等の従業員等の安全を確保するためにも，マスク着用

を拒む者の入店等を拒否すること。 

 

イ 広島市及び近隣市町内の飲食店 

    広島市及び近隣市町内にある飲食店等の施設の運営責任者は，飲食店利用者に対し

て（２）ウのとおり要請していることを勘案し，飲食店等の施設において，次の感染

予防対策を講じること。（ここでいう飲食店には，接待を伴う飲食店（現行の風営法

第２条第１項第１号に該当する営業を行う店舗）を含む。） 



 

 

 

①  飛沫感染予防対策 

ａ 座席の３方をアクリル板やビニールカーテン等（以下，「アクリル板等」という。）

のパーテーションで仕切るなど，隣席または向かい合う人との飛沫感染防止のた

めの物理的な仕切りを設けること 

ｂ または，他者との間隔を必ず１メートル以上離すこと 

ｃ もしくは，マスク会食を全利用者に徹底させ，マスクを外した状態では会話を

控えさせること 

②  換気による感染予防対策（マイクロ飛沫対策） 

   密閉な状態を作らないために，換気扇やサーキュレーターの活用とともに窓を開

けるなどの換気を徹底すること。 

③  利用者への感染防止対策の徹底 

   飲食店利用者に対して飛沫感染予防対策を徹底させること。 

 

   上記の①から③の対策は利用者の協力があればいずれの飲食店でも対応可能である

と考えられることから，これらを講じられない飲食店等は，集中対策期間は休業を要請

する。 

 

 

 【飲食店の感染予防対策に対する財政支援】 

県は，飲食店が行うアクリル板等パーテーションの設置などに要する経費に対して支

援を行うことにより，飛沫感染予防対策を強力に推進する。 

１ 〇飲食店におけるパーテーション設置促進補助金（令和２年 12 月 10 日適用） 

・アクリル板等のパーテーションに限定した追加の支援制度 

・補助限度額：１店舗当たり上限１０万円 

２ 〇飲食店における新型コロナウイルス感染症予防対策事業費補助金 

・アクリル板等の設置など飛沫感染予防対策等に対する支援制度 

・補助限度額：１店舗当たり上限１０万円 

 

 

ウ 広島市及び近隣市町内の事務所・事業所 

    広島市及び近隣市町内にある事務所等の施設運営者は，Web 会議やテレワークの活

用により，事務所や事業所ごとの出勤者の割合を５割削減を目標とし実施すること。

また，テレワーク等出勤に代替した勤務形態がとれない方のいる事業所等では，執務

室を分散させるなどによって執務室内の定員を５割削減を目標とし実施すること。 

ただし，社会機能維持に従事している者については，この限りでない。 

 

 

 

 



 

 

 

（４）県民及び県内事業者への要請 

   本集中対策については，広島市及び近隣市町の住民並びに店舗等の施設で事業活動を

行っている事業者及び広島市及び近隣市町内にある事務所等の施設運営者の方に対す

る要請であり，広島市及び近隣市町の住民並びに事業者を含めた県民・事業者の方に関

しては，対処方針に基づいた感染防止対策等の徹底に加え，次の事項を要請する。 

 

ア 年末年始の帰省の自粛 

感染拡大地域（都道府県が住民に不要不急の外出自粛を呼び掛けている自治体や，

直近７日間の人口 10 万人当たりの新規陽性者数が 15 人以上の自治体）から及び同地

域への年末年始の帰省については，共同生活による家族間の感染拡大リスクが排除で

きないことから，時期の変更などを検討し，控えること。 

    また，広島市及び近隣市町から当該地域外及び当該地域外から当該地域への年末年

始の帰省についても，時期の変更などを検討し，控えること。 

 

イ 家庭内における感染対策の強化 

 発生事例の分析からは，飲食店や会食，あるいは職場内での感染が多くを占めてい

るが，家庭内（同居）における感染事例も増加してきており，職場や会食時等の感染

により，新型コロナウイルスが家庭内に持ち込まれていることが推察される。 

こうしたことに対して，外出機会の削減，テレワーク等の実践とともに，家庭内に

おける感染の防止を【別紙１】も参考に実践いただきたいこと。 

 

ウ 事業者への要請 

    広島市及び近隣市町内以外にある飲食店においても，（３）イの【飲食店の感染予

防対策に対する財政支援】の活用は可能であるため，積極的な活用を推奨する。 

 

 

（５）「飲酒の場」に対する対策の実施 

  ３（１）の基本的な考え方に基づいて，マスクを外した状態での人との接触機会を可

能な限り低減させることを目指し，そうしたリスクが最も高くなると考えられる飲酒の

場に対して，令和２年 12 月 17 日から令和３年１月３日まで対策を実施している。 

要請内容 広島市中心部（※）の酒類を提供する飲食店における，酒類の

提供時間の短縮（19 時まで）と営業時間の短縮（20 時まで） 

要請期間 令和２年 12 月 17 日～令和３年１月３日 

協力支援金 

の支給 

時間短縮：１店舗当たり７２万円 

休  業：１店舗当たり８２万円 

※ 要請の対象地域については，【別紙２】のとおり。 

 

 

 



 

 

 

４ 今後の対応 

県内の新規感染者確認が，これまでにないスピードで進んでおり，広島市及び近隣市町

においてはステージ４に近い状態となっている。対処方針では，仮に本県でステージ４と

なった場合には，外出自粛といった県民への要請のほか，事業者に対しては生活必需品を

取り扱う施設以外の施設の使用制限，イベントの開催自粛などを要請することとしており，

県民及び事業者にとって極めて厳しい措置を取ることを想定している。 

本集中対策を実施したものの感染状況に十分な改善の見込みが見られない場合には，酒

類を提供する飲食店における，酒類の提供時間の短縮・営業時間の短縮も含め，より強固

な対策の要請を検討する。さらに，感染状況によっては，全県を対象として，更なる行動

制限に繋がる強固な対策の要請を検討する。 

 

 

  



 

 

別紙１ （家庭内における感染防止の実践例） 

【換気，湿度】 

・こまめに換気をしましょう。（１時間ごとに５～１０分又は常時窓を少し開けておく） 

台所や洗面所などの換気扇を常時運転することでも，最小限の換気量は確保できます。 

・18℃を目安に室温が下がらないよう暖房器具を利用しながら，窓を少し開けましょう。 

暖房器具の近くの窓を開けると，入ってくる冷気が温められるので，室温低下を防ぐ 

ことができます。 

・湿度の管理をしましょう。（加湿器を使った保湿を。目安は 50～60％） 

【家に帰ったら】 

・うがい，水と石鹸で 30秒以上の手洗い，顔も洗いましょう。 

・手指消毒は，15秒以上かけて手に擦り込む（指先や手首も）ようにしましょう。 

・使用した不織布マスクは，部屋に入る前に捨てましょう。 

・衣服も，すぐに着替えましょう。 

【食事】 

・食事の前には，手洗い・消毒をしましょう。 

・できれば，別々のテーブルにする，時間をずらす，真正面は避け，横並びに座るなど， 

工夫しましょう。 

・食事は短時間で会話を控えましょう。 

・料理は，大皿は避け，個々に盛り付けましょう。 

・取箸は使い回さずに最初に取り分けましょう。 

・食器や箸，スプーンなどの共用は避けましょう。 

・普段，会わない人との会食は避けましょう。 

【広げない】 

・共有部分（トイレ，ドアノブ，電気スイッチなど）を 1日 1回以上，消毒しましょう。 

・トイレ，キッチン，洗面所でのタオルの共用を避けましょう。（ペーパータオルの活用） 

・歯ブラシは個別に保管しましょう。コップは別々のものを使いましょう。 

・トイレでは，蓋を閉めてから水を流しましょう。 

【消毒，手洗い】 

・拭き終わった雑巾は，パタパタさせず静かに内側に包み込みましょう。 

・拭き掃除は，一方向に行いましょう。 

・アルコール消毒の場合，乾いた雑巾を使いましょう。（濡れ雑巾は濃度低下） 

・帰宅時，出社/退社時，食事の前，トイレの後は，手洗い・消毒をしましょう。 

・携帯電話やスマートフォンは，家に帰ったら除菌シートなどで拭きましょう。 

・動物との過度な接触は控え，普段から動物に接触した後は，手洗い・消毒をしましょう。 

・トイレが汚れた場合には，市販されている家庭用漂白剤等，またはアルコールできれいに 

拭きましょう。 

・ゴミは密閉して捨てましょう。 

【健康管理など】 

・毎朝の体温測定，健康チェックをしましょう。 

・発症した時のため，誰とどこで会ったかをメモしておきましょう。 

・体調が悪い家族がいるときは，家族全員がマスクを着用しましょう。（乳幼児，特に 2歳未満は 

推奨されません。）また，迷わず，かかりつけ医又は積極ガードダイヤルに連絡しましょう。 

・接触確認アプリ，ひろしまお知らせＱＲを活用しましょう。 

・買い物は，できるだけまとめて行うようにして，外出機会を減らしましょう。 

・集中対策期間中は，面会の代わりにスマートフォン等を活用して，リモートで交流を保ちましょう。 
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（件）

市内での感染者の状況（2020年12月25日現在） （単位：人）

陽性者
（延人数）

現在患者数 退院等 死亡
入院 宿泊療養 その他

267 112 36 23 53 151 4

4/2～4/25(24日間)

新規感染者 22人
※1日平均 0.92人

7/14～8/14(32日間)

新規感染者 41人
※1日平均 1.28人

4/26～7/13(79日間)

新規感染者 0人

①市内での感染者の発生状況 2020年12月25日現在

8/15～11/23(101日間)

新規感染者 15人
※1日平均 0.15人

［１２月２５日までの市内検査件数］

７，０１９件

（２）本市の感染状況について

11/24～12/25（34日間）

新規感染者数 185人
※１日平均 5.78人



4.5%

23.2%

5.9%

9.1%

28.6%

14.1%

18.2%

17.9%

11.9%

36.4%

17.9%

15.7%

31.8%

7.1%

18.9%

5.4%

33.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4月～6月

（1例目～24例目）

7月～11月中旬

（25例目～82例目）

11月24日以降

（83例目～267例目）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳～64歳 65歳以上

感染流行期ごとの年代別感染者の内訳



② クラスターの発生状況（（１１月２４日～１２月２５日）   ８３例目～２６７例目（１８５人））
本市での
初発例数 推定感染経路 クラスター

本市での
関連陽性者数

総検査件数
※初発事例を含む。

積極的
疫学調査

1 不明 3 71 健康観察中

2 不明 1 13 健康観察中

3 不明 事業所内・家庭内 17 620 健康観察中

4 感染拡大地域との往来（会食） 3 8 健康観察中

5 不明 事業所内・家庭内 7 45 健康観察中

6 他市感染者の濃厚接触者（会食） 会食 15 294 健康観察中

7 不明 3 21 健康観察中

8 不明 4 62 健康観察中

9 不明 3 33 健康観察中

10 感染拡大地域との往来（職場） 1 10 健康観察中

11 他市感染者の濃厚接触者（職場） 2 7 健康観察中

12 不明 3 27 健康観察中

13 他市感染者の濃厚接触者（職場） 1 11 健康観察中

14 調査中 院内（寺岡記念病院） 64 確認中 調査中

15 不明 2 5 健康観察中

16 他市感染者の濃厚接触者（職場） 1 7 健康観察中

17 他市感染者の濃厚接触者（家族） 1 17 健康観察中



本市での
初発例数 推定感染経路 クラスター

本市での
関連陽性者数

総検査件数
※初発事例を含む。

積極的
疫学調査

18 他市感染者の濃厚接触者(家族） 5 21 健康観察中

19 不明 2 20 健康観察中

20 他市感染者の濃厚接触者（会食） 会食 6 23 調査中

21 調査中 院内（福山医療センター） 15 確認中 調査中

22 調査中 事業所内・飲食店 11 110 調査中

23 他市感染者の濃厚接触者（その他） 2 6 調査中

24 感染拡大地域との往来（職場） 1 10 調査中

25 他市感染者の濃厚接触者（会食） 2 3 調査中

26 調査中 1 11 調査中

27 他市感染者の濃厚接触者（家族） 1 1 調査中

28 他市感染者の濃厚接触者（職場） 1 4 調査中

29 他市感染者の濃厚接触者（家族） 4 35 調査中

30 他市感染者の濃厚接触者（家族） 1 1 調査中

31 調査中 1 1 調査中

32 調査中 1 1 調査中

32件
・他市感染者の濃厚接触者
・感染拡大地域との往来
・不明
・調査中

１２
　３
１０
　７

185 1,498 健康観察中　１８
調査中　　　　１４



警戒基準値
【広島県独自】

ステージⅢに移行
しないための目安

ステージⅢ
への移行の目安

ステージⅣ
への移行の目安

①病床ひっ迫具合
　　※①-1かつ①-2
①-1　最大確保病床の占有率
（ピーク時の確保計画値）
　ア　病床全体
　イ　重症者用病床

1/5以上 1/5以上 1/2以上

　　　　　ア　３０．８％
　　　　　（369/病500＋ホ700）
　　　入院病床のみ 50.6%(253/500））

　　　　　ア　４１．０％
　　　　　（50/病62＋ホ60）
　　　入院病床のみ 46.8%（29/病62）

①-2　現時点の確保病床数の
占有率
　ア　病床全体
　イ　重症者用病床

1/5以上 1/4以上
　　　　　ア　５０．８％
　　　　　（369/病397＋ホ329）
　　　入院病床のみ 63.7%(253/397））

　　　　　ア　４２．０％
　　　　　（50/病59＋ホ60）
　　　入院病床のみ 49.2%（29/病59）

②療養者数
　人口１０万人当たりの全療養者
数（入院，自宅・宿泊療養）

６人以上 １５人以上 ２５人以上
４１．９４人

（1179/28.11）
全療養者数

２１．３２人
（100/4.69）
全療養者数

③ＰＣＲ陽性率 １０％以上 １０％以上 ５．８％
７日間平均（12/12～12/18）

１２．５％（44/353）
７日間平均（12/18～12/24）

※医療機関検査の陰性分は含まない

行政検査のみ４.９%（16/326）

④新規報告者数
　直近１週間の１０万人当たりの感
染者数

４人以上 １５人以上 ２５人以上
２３．０９人

７日間実績（12/18～12/24）
（649/28.11）

１０．６６人
７日間実績（12/19～12/25）

（50/4.69）

⑤直近１週間の先週
比較

先週より多い 先週より多い 先週より多い
先週より少ない

今週649人（12/18～12/24）
先週704人（12/11～12/17）

先週より少ない
今週44人（12/18～12/24）
先週70人（12/11～12/17）

⑥感染経路不明割
合

５０％以上 ５０％以上 ５０％以上 ４５．３％
７日間平均（12/18～12/24）

２．３％
７日間平均（12/18～12/24）

指　　　　標

広島県
※12/24時点

（12/25 10:05県HPより）

福山市
※12/24時点

（12/25 10:00更新）

③ ステージ移行の目安



③－１ 病床のひっ迫具合

１ 市内での感染者の状況
陽性者

（延人数） 入院 宿泊療養 施設療養 自宅療養 調整中等

267 112 36 23 33 16 4 151 4

２ 圏域内の病床の状況
感染症指定
医療機関等

宿泊療養
施　　設

59 60

34 23

6

34 29

25 31
42.4% 51.7%空床率

他市の患者

計

空床数

2020年12月25日現在

現在患者数 退院等 死亡

確保病床数
（圏域内）

本市の患者
（１の内，圏域外への入院・入所を除く）
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警戒基準値
【広島県独自】

ステージⅢ 移行目安

ステージⅣ 移行目安

10.7

③－２ 新規報告者数（直近１週間の１０万人当たりの感染者数）

2020年12月25日現在



応 年 末 年 始 の 対 応 （Ⅰ）

１医療提供体制

○新型コロナウイルス感染症の相談

積極ガードダイヤル ０８４－９２８－１３５０ （24時間対応）

○昼間の受診

地区医師会の協力による「休日診療医療機関」の開設 （診療時間 9時～17時）

※別紙休日診療医療機関（～１月３日）

○オンライン診療

「かぜ・発熱オンライン外来」 ※福山市医師会ＨＰからアクセス

○初期救急医療

◆ 福山夜間成人診療所（19時30分～23時）

◆ 福山夜間小児診療所（19時～23時）



応

感染防止対策
備蓄物品

市民病院 福祉施設用
※ｸﾗｽﾀｰ用

マスク (枚) 34,000 234,250 10,000

手袋 (双) 439,170 209,600 33,400

手指消毒液 (ℓ) 302ℓ 79ℓ (396個) -

フェイスシールド (個) 15,161 - 2,000

ゴーグル (個) 2,640 - 2,000

ガウン (着) 35,604 - 2,010

防護服 (着) 408 - -

ビニールエプロン (着) 47,560 - -

【感染防止用具の現状】

年 末 年 始 の 対 応（Ⅱ）

・高齢者インフルエンザ予防接種の接種状況 （目標60%以上）

2019年度：７２，６７９人 （１０月～３月）

2020年度：８４，３１３人 （１１月末現在） 接種率64.9% 対象約13万人

【インフルエンザ予防接種の現状】

２検査体制

・入所系福祉施設に対する年末年始の抗原検査の実施

・県と連携した医療機関の職員へのＰＣＲ検査の強化

・市内でＰＣＲ検査５４０件/日を必要に応じ拡大

３生活困窮者に対する（年末）臨時相談窓口

４家族介護者がコロナに感染した時の支援

・年越しに不安がある方に対する各種生活相談支援のため
臨時相談窓口を開設

[日時] １２月２９日（火）～３１日（木） 8:30～17:15
[場所] 生活困窮者自立支援センター（すまいる・ねっと・ワーク福山）

・訪問介護の提供 １５事業所

・短期入所等の提供 １２事業所

≪参 考≫



応

■医療現場の現状

▶ 医療機関でもコロナ患者が発生する可能性
▶ 看護師の疲労は顕著である。今後看護師の支援が必要

福山市新型コロナウイルス感染症に係る専門会議等の委員意見
2020年（令和2年）12月25日開催

■検討及び対応

■医療提供体制

▶ 医師会が中心となり，患者を送る医療機関と，受け入れる医療機関（“後方支援病院”）のスキームを
作成

▶ これまでコロナ患者を受け入れていない病院においても，患者を想定した感染管理（個室の準備，ゾー
ニング等），及び専門家を招いて，講習会の実施

▶ コロナは治癒したが，引き続き基礎疾患等の治癒を引き受ける“後方支援病院”が必要
▶ 宿泊療養施設の拡充が早急に必要

■行政への要望

▶ “後方支援病院”に対する支援の検討
▶ 年末年始の感染を抑えるため，人との接触を避ける強いメッセージ



№1／2

月日 医療機関名 町名 電話 月日 医療機関名 町名 電話

6日 みやざわ内科 南蔵王町 084-999‐6002 27日 コム・クリニック佐藤（内科） 引野町 084-941-0001

（日） セオ病院（内科） 住吉町 084-924-2233 （日） 藤本外科胃腸科肛門科クリニック（内科・外科） 御門町 084-927-1414

さいとう小児科 宝町 084-924-4150 坂本眼科小児科クリニック 大門町 084-946-6656

まつおか耳鼻咽喉科 水呑町 084-968-0187 福田内科小児科 瀬戸町 084-951-2201

中村外科胃腸科医院 金江町 084-935-8055 柳津にしきおり眼科 柳津町 084-933-7775

進藤内科循環器科医院 松永町 084-933-2240 はしもとじんクリニック 松永町 084-939-5552

福山整形外科クリニック（外科） 神辺町 084-960-3030 大内耳鼻咽喉科医院 神辺町 084-962-3663

瀬尾医院（内科） 新市町 0847-51-2169 南坊井上内科循環器科医院（内科） 駅家町 084-976-0013

小畠病院（外科） 駅家町 084-976-1351 内藤クリニック（内科・外科） 駅家町 084-977-1070

佐々木内科 府中市中須町 0847-52-6555 川﨑内科医院 府中市高木町 0847-44-6001

13日 若林医院（内科） 春日町 084-941-1112 29日 石川医院（内科） 芦田町 084-958-3931

（日） タカタ内科胃腸科 東町 084-921-5878 （火） 石川クリニック（外科） 新市町 0847-51-8650

いぶき小児科 城見町 084-925-3482 なかはまハートクリニック 府中市高木町 0847-46-0810

堀病院（耳鼻咽喉科） 沖野上町 084-926-3387 30日 黒瀬クリニック（内科） 三吉町南 084-926-1331

瀬尾クリニック（泌尿器科・内科） 今津町 084-934-2233 （水） まつもりファミリークリニック（内科・外科） 本庄町中 084-973-0131

沼隈病院 沼隈町 084-988-1888 みつふじ小児科 川口町 084-953-0307

きぬた小児科 神辺町 084-962-5551 日野内科小児科クリニック 新涯町 084-957-7222

小畠病院（内科） 駅家町 084-976-1351 佐野内科胃腸科医院（内科） 駅家町 084-976-1121

北川クリニック（外科） 府中市元町 0847-45-4572 楢崎外科医院 府中市元町 0847-45-2311

唐川医院（内科） 府中市中須町 0847-45-4030 府中市民病院（内科） 府中市鵜飼町 0847-45-3300

20日 冨永内科医院 奈良津町 084-922-6139 31日 船町ふじおかクリニック（内科・外科） 船町 084-944-9005

（日） うだ胃腸科内科外科クリニック（内科・外科） 沖野上町 084-922-2445 （木） 宮﨑胃腸科放射線科内科医院 霞町 084-932-2485

大日方小児科医院 光南町 084-923-0798 いけだ小児科 南蔵王町 084-973-1500

小林病院（内科・小児科） 春日町 084-943-3111 よしだレディースクリニック内科・小児科（内科・小児科） 新涯町 084-954-4455

卜部耳鼻咽喉科医院 霞町 084-923-3287 西福山病院 松永町 084-933-2110

ひろおか医院（整形外科） 今津町 084-933-3279 ひとみ眼科 柳津町 084-930-0322

佐々木内科クリニック 沼隈町 084-980-0333 いしいクリニック（外科） 神辺町 084-960-5565

柚木外科医院 神辺町 084-963-1311 小畠病院（内科） 駅家町 084-976-1351

さとうファミリークリニック（内科） 駅家町 084-999-3103 北川クリニック（外科） 府中市元町 0847-45-4572

府中市民病院（外科） 府中市鵜飼町 0847-45-3300 渡辺内科医院 府中市府川町 0847-45-8637

ほそや内科クリニック 府中市中須町 0847-40-0780 ※ 藤岡歯科 府中市元町 0847-41-6690

※印の医療機関の診療時間は９：００～１２：００です。

歯科医療 所／福山市歯科医師会口腔保健センター　南蔵王町　℡084-941-4444

受付＝○応急診療…日曜日・祝日・8/15・12/30～1/3　　10：00～16：00

　　　○心身障がい者診療（要予約）…第2・3・4日曜日9：30～12：00

所／福山市医師会館隣り　三吉町南　℡084-982-9946

診療19：30～23：00（受付は22：45まで）

所／福山市医師会館内　三吉町南　℡084-922-4999

診療19：00～23：00（受付は22：45まで）

精神科救急医療相談　　　 所／精神科救急情報センター　広島市　℡082-892-3600  24時間対応

こどもの救急電話相談 対応者…看護師　℡＃8000または082-505-1399　受付＝19：00～翌8：00 

「今、受診できる医療機関」などが検索できます　　　 　　　　 　　

音声ガイダンスによる休日夜間などの当番医情報提供

県全域＝0120-169901  24時間対応

福山夜間成人診療所(外科は事前電話)

福山夜間小児診療所

精神科救急医療施設 所／三原病院　三原市中之町　℡0848-63-8877　24時間対応　(2020年12月1日～2020年12月31日)

所／小泉病院　三原市小泉町　℡0848-66-3355　24時間対応　(2021年1月1日～2021年1月31日)

救急医療ネット広島ホームページ

広島県救急医療情報ネットワーク

福山市保健部総務課

 ℡ 084-928-1164

12月6日～1月3日の
休日診療医療機関

外科系疾患（ケガや骨折など）で受診する場合は対応できないことがあるため，受診前に必ず医療機関に問い合わせを

診療時間 ９：００～１７：００ ※当番が変更になる場合があります

救急医療ネット広島 検索で

２０２０年１２月１７日変更版

（変更箇所太枠部分（３か所））



№2／2

月日 医療機関名 町名 電話

1月1日 もりかわ内科クリニック 東手城町 084-983-0088

（金） 向田医院（内科） 水呑町 084-956-0048

細木小児科 港町 084-921-7111

ふじもり医院（内科・小児科） 伊勢丘 084-947-1275

木下メディカルクリニック（外科・内科） 沼隈町 084-987-1252

きったか内科小児科医院 柳津町 084-933-5227

まが医院（内科） 神辺町 084-963-3127

さくらの丘クリニック（内科） 駅家町 084-972-2400

えきや外科クリニック（内科・外科） 駅家町 084-976-2222

新市ときながクリニック 新市町 0847-51-5007

※ 松本歯科医院 新市町 0847-51-5742

1月2日 児玉クリニック（内科・外科） 南蔵王町 084-943-5633

（土） 城北診療所（内科） 木之庄町 084-923-8161

やすはらこどもクリニック（小児科） 多治米町 084-953-1152

日野ホームクリニック内科小児科 御門町 084-923-1939

錦織眼科医院 今津町 084-933-2944
内海町いちかわ診療所（内科・外科・小児科） 内海町 084-980-9099

高橋脳神経外科（外科） 神辺町 084-960-3020

井上小児科内科医院 駅家町 084-976-4820

なんば医院（外科） 府中市土生町 0847-43-6336

奥野内科医院 府中市府川町 0847-46-3500

※ さくら歯科クリニック 府中市中須町 0847-54-0145

1月3日 いしい内科・糖尿病クリニック 御船町 084‐973-2555

（日） 仁愛内科クリニック 多治米町 084-981-5017

小池病院（小児科） 光南町 084-932-3512

上原医院（内科・小児科） 幕山台 084-948-2101

平田耳鼻咽喉科 曙町 084-953-3387

小川胃腸内科産婦人科医院 松永町 084-933-3356

沼隈病院 沼隈町 084-988-1888

優輝整形リハビリステーション（外科） 神辺町 084-962-4004

三島医院（内科） 新市町 0847-51-2103

有地医院（外科） 府中市府中町 0847-41-3670

金光医院（内科） 府中市府中町 0847-41-2938

※ 瀬尾歯科医院 府中市鵜飼町 0847-45-6474
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応 指 示 事 項

３ （仮称）ワクチン接種検討会議の年初立ち上げ

１ ＰＣＲ検査センターの年内開設

２ 宿泊療養施設の長期確保



応

■市民のみなさまへ

▶ 感染防止策の徹底をお願いします！
現時点では，県に営業時間の短縮を要請することは考えていません。

年末年始に向けて

■事業者のみなさまへ

▶ できるだけ人との接触を控えてお過ごしください！
感染リスクに晒されながら市民の命を守る医療関係者への最大の感謝は，

少しでも患者を減らすことです。



～ 備後圏域の皆さまへお願い ～ 
 

現在，全国で新型コロナウイルス感染症の発生が拡大しています。備後

圏域においても同様に感染者が増加しており，職場や病院でも集団発生が

起こっています。 

備後圏域の市町では，皆さま方の安心安全のため，医療体制の確保に向

け，連携して取り組んでいるところです。 

また，医療現場や介護現場等では関係者の皆さまが，困難な状況に直面

する中，私たちの健康と命を守るために日々，全力で立ち向かわれていま

す。医療関係者等の皆さまに，改めて心から感謝を申しあげるとともに，

療養中の方の一日も早いご回復をお祈りいたします。 

新型コロナウイルスは，誰が，どこで感染してもおかしくない状況です。

特に備後圏域では，通勤や通学など日常的な人の行き来が活発です。ご自

身がそのような立場になった場合を考えていただき，一人ひとりが思いや

りの心を持ち，正しい理解と人権に配慮した冷静な行動をお願いします。 

とりわけ，感染者の特定に関する情報や，不正確な情報等をＳＮＳ等に

拡散することや，誹謗中傷などは，厳に慎んでください。 

これから，年末年始に向け，人の移動や会食機会の増加が想定されます。

今一度，「新しい生活様式」として，三密（密閉，密集，密接）の回避，マ

スクの着用，手洗いや消毒，適切な換気と加湿，感染リスクが高まる「５つ

の場面」の回避など，感染防止対策を徹底してください。また，感染者が多

数確認されている地域から及び同地域への帰省や外出は控えるとともに，

感染防止対策が十分に取られていない施設の利用は控えていただくようお

願いいたします。 
 

２０２０年（令和２年）１２月２６日 

 

備後圏域連携協議会 

福 山 市 長 枝  直幹 

三 原 市 長 岡田 吉弘 

尾 道 市 長 平谷 祐宏 

府 中 市 長 小野 申人 

世 羅 町 長 奥田 正和 

神石高原町長 入江 嘉則 

笠 岡 市 長 小林 嘉文 

井 原 市 長 大舌 勲  


